
　
徳
島
県
立
城
南
高
校
の
保
健
体
育
科

の
中
本
浩
平
先
生
は
、２
０
２
１
年
度
、

教
職
10
年
目
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、「
メ
ン
タ
ー
制
度
」

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
度

に
１
学
年
担
任
を
務
め
た
中
本
先
生
が

メ
ン
テ
ィ
ー
に
と
声
を
か
け
た
の
は
、

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
２
人
が
話
し
合
っ

て
決
め
た
の
は
、「
毎
朝
、
職
員
室
か

ら
受
け
持
ち
の
ク
ラ
ス
が
あ
る
４
階
ま

で
、
一
緒
に
行
く
こ
と
」
だ
っ
た
。

　「
私
は
保
健
体
育
科
で
、
板
谷
先
生

は
英
語
科
と
、
担
当
教
科
が
異
な
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
２
人
に
と
っ
て
有
意

義
な
こ
と
は
、
改
ま
っ
て
１
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
こ
と
な
ど
で

は
な
く
、
毎
日
、
短
時
間
で
も
よ
い
か

ら
雑
談
を
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
し
た
」（
中

本
先
生
）

　「
中
本
先
生
と
は
同
じ
学
年
団
で
す

か
ら
、
行
事
な
ど
に
つ
い
て
も
話
し
ま

し
た
が
、
学
校
と
は
関
係
の
な
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
話
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、

私
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
だ
っ

た
の
で
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
の
大
変

さ
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、
中
本
先
生

の
経
験
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
生
活
の
悩
み
や

仕
事
で
の
弱
音
な
ど
、
職
員
室
で
は
あ

ま
り
話
題
に
し
な
い
こ
と
を
話
す
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
と
て
も
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
」（
板
谷
先
生
）

　
２
人
は
１
年
間
、
毎
朝
欠
か
さ
ず
雑

談
を
し
な
が
ら
階
段
を
上
っ
た
。

　「
メ
ン
タ
ー
制
度
と
し
て
始
め
た
取

り
組
み
で
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
は
中

本
先
生
と
の
心
地
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
で
し
た
し
、
だ
か
ら
こ

そ
続
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
毎

朝
の
雑
談
は
本
当
に
楽
し
く
て
、
た
と

え
自
分
が
先
に
教
室
に
行
く
準
備
が
で

き
た
と
し
て
も
、
職
員
室
で
中
本
先
生

の
準
備
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し

た
」（
板
谷
先
生
）

　
毎
朝
の
雑
談
を
土
台
に
関
係
性
が
深

ま
る
に
つ
れ
て
、
中
本
先
生
と
板
谷
先

隣
の
ク
ラ
ス
の
担
任
で
、
当
時
教
職
５

年
目
の
板い

た

谷だ
に

和
輝
先
生
だ
っ
た
。

　
徳
島
県
が
実
施
す
る
メ
ン
タ
ー
制
度

で
は
、
先
輩
と
後
輩
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
取
り
組
む
の
か
は
、
自
分
た
ち
で

決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
当
初
２

人
は
、
学
校
行
事
の
運
営
を
メ
ン
タ
ー

制
度
を
取
り
入
れ
な
が
ら
行
う
予
定

だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
の
中
止

や
延
期
が
相
次
ぎ
、
思
う
よ
う
に
い
か

2
学
年
担
任

板
谷
和
輝　

い
た
だ
に
・
か
ず
き

教
職
歴
５
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
英
語
科
。

1
学
年
学
年
付

中
本
浩
平　

な
か
も
と
・
こ
う
へ
い

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
保
健
体
育
科
。

設
立
　 

１
８
７
５
（
明
治
８
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
応
用
数
理
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
１
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公

立
大
は
、
名
古
屋
大
、
神
戸
大
、
岡
山
大
、
広
島

大
、
徳
島
大
、
鳴
門
教
育
大
、
香
川
大
、
九
州
大
な

ど
に
１
４
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、

東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館

大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ

３
９
２
人
が
合
格
。

学
校
概
要

中堅教師と
若手教師がペアになり、

雑談を通して
教育の知見を広げる

徳島県立城南高校

徳島県では、先輩教師（メンター）と後輩教師（メン

ティー）がチームを組み、研修や個別支援を行う「メ

ンター制度」の実施を、県内の学校に推奨している。

同制度には、若手教師の資質・能力の向上や精神的孤

立の防止、ロールモデルとの出会い、そして、中堅教

師のミドルリーダーとしての成長などのねらいがあ

る。2021 年度、メンター制度を実際に体験した徳島

県立城南高校の２人の教師に話を聞いた。

C A S E  2
１
年
間
、
毎
朝
欠
か
さ
ず

雑
談
を
し
な
が
ら
教
室
へ
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よ
う
に
接
し
て
い
く
と
よ
い
の
か
が
見
え

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」（
中
本
先
生
） 

　
21
年
度
の
３
学
期
の
全
校
球
技
大
会

が
中
止
と
な
っ
た
時
に
、「
生
徒
が
仲

間
や
先
生
と
一
体
感
を
味
わ
え
る
機
会

を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
、
中
本
先

生
と
板
谷
先
生
は
、
学
年
独
自
の
ク
イ

ズ
大
会
の
企
画
を
立
案
し
た
。

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
校
内
放
送
を
使
っ
て
、

物
理
的
な
距
離
を
保
ち
な
が
ら
、
教
師

と
生
徒
や
生
徒
間
の
心
の
距
離
を
近
づ

け
る
企
画
を
考
え
ま
し
た
。
中
本
先
生

と
毎
朝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

中
で
、
一
体
感
を
味
わ
え
る
行
事
が
生

徒
た
ち
に
は
必
要
で
あ
る
と
い
っ
た
、

共
通
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
」（
板
谷
先
生
）

　
毎
朝
の
と
り
と
め
の
な
い
短
時
間
の

雑
談
が
、
な
ぜ
、
生
徒
理
解
の
深
化
や

新
し
い
活
動
へ
の
意
欲
に
つ
な
が
っ
た

の
か
。
２
人
は
、
担
当
す
る
教
科
、
そ

し
て
教
師
と
し
て
の
タ
イ
プ
が
違
っ
た

か
ら
こ
そ
、
気
軽
な
内
容
の
会
話
が
多

く
な
り
、
そ
れ
が
奏
功
し
た
の
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
。

　「
同
じ
保
健
体
育
科
の
先
生
と
の
会

話
の
方
が
、
授
業
改
善
の
具
体
的
な
方

法
な
ど
、
自
分
の
教
育
活
動
に
直
結
す

る
話
題
が
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

英
語
科
の
板
谷
先
生
と
話
す
中
で
、
海

外
留
学
な
ど
、
な
か
な
か
学
ぶ
機
会
が

な
か
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
知
見
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
形
で
、
教
師
と
し
て
の
幅
が

広
が
っ
た
気
が
し
ま
す
」（
中
本
先
生
）

　「
中
本
先
生
は
、
生
徒
を
引
き
締
め

る
時
の
声
か
け
な
ど
、
私
が
不
得
意
な

部
分
が
上
手
で
す
。
中
本
先
生
が
自
分

と
違
う
タ
イ
プ
の
メ
ン
タ
ー
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
朝
の
雑
談
の
中
で
学
べ
た
こ

と
が
多
く
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
１
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
２
人
と

も
、『
何
か
を
教
え
よ
う
』『
何
か
を
得

よ
う
』
な
ど
と
気
負
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
中
本
先
生

に
、
自
分
の
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た

か
っ
た
し
、
中
本
先
生
の
話
を
聞
き
た

か
っ
た
、
そ
れ
だ
け
で
す
。
雑
談
だ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
様
々
な
視
点
で
の
気
づ

き
を
得
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
研

究
授
業
な
ど
と
は
ま
た
違
っ
た
、
楽
し

い
学
び
の
場
で
し
た
」（
板
谷
先
生
）

生
は
、
ク
ラ
ス
を
超
え
た
支
援
を
し
合

う
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
中
本
先
生
か
ら
、『
板
谷
先
生
の
ク

ラ
ス
の
○
○
さ
ん
が
、
昨
日
の
授
業

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た

よ
』
な
ど
と
、
私
が
気
づ
い
て
い
な
い

生
徒
の
長
所
を
教
え
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
翌
日
以
降
の
生
徒
へ
の
声

か
け
を
見
直
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
自
分
と
は
異
な
る
視
点
で
の
気
づ

き
を
共
有
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
生
徒

理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
」（
板
谷
先
生
）

　
メ
ン
タ
ー
制
度
は
、
中
本
先
生
に

と
っ
て
も
学
び
の
機
会
と
な
っ
た
。

　「
教
壇
に
立
つ
時
、
教
師
は
１
人
で

40
人
の
生
徒
と
向
き
合
い
ま
す
。
孤
独

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、『
教

師
と
し
て
の
自
分
の
あ
り
方
は
こ
れ
で

よ
い
の
だ
ろ
う
か
』
と
考
え
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
板
谷
先
生
は
、
生

徒
と
同
じ
目
線
で
、
生
徒
の
心
に
響
く

よ
う
に
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
先
生

な
の
で
、生
徒
と
の
距
離
の
取
り
方
は
、

私
に
と
っ
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、板
谷
先
生
と
の
関
係
を
通
し
て
、

今
後
、
ほ
か
の
若
手
の
先
生
た
ち
と
接

す
る
時
も
、
そ
の
先
生
の
個
性
や
ペ
ー

ス
を
理
解
し
、
尊
重
す
る
な
ど
、
ど
の

私と中本先生との取り組みは、毎日の放課後に改まって行う 10

分間の面談などではなく、教室に行く時間を使うだけでしたから、

負担感はありませんでした。毎日だけど、無理がなかったから楽
しく続けられたのでしょう。ただ、毎朝の雑談は、自分にはプラ
スでしたが、朝は授業準備など、自分の時間に使いたいと考える

先生もいるはずです。悩みを気軽に相談できる場は大切ですが、
どのような場が合うかは人それぞれなので、そうした場は複数パ
ターンの選択肢があった方がよいと思います。（板谷先生）

読者の先生方へ！ ワンポイントアドバイス
毎朝、２人で雑談をしながら上った教室までの階段。わず
かな時間だったが、様々な気づきを２人にもたらした。

担
当
教
科
や
タ
イ
プ
が
異
な
る
同
僚
に

多
く
の
気
づ
き
を
も
ら
っ
た
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